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Score Library Project、IMSLP）2 上から多くのオフィクレイドの教則本を入手することが可能となっ
た。本稿では、IMSLP から入手可能な教則本に加えて、フランス国立図書館（Bibliothèque nationale 





















管ビューグルの管体に音孔を開け、木管楽器と同じように 5から 12 のキイで開閉をコントロールする







アラリ（Halary）のジャン・イレール・アステ（Jean Hilaire Asté, 1775-1840）にこの楽器の複製を依
頼する6。1817 年頃、アラリは 7つのキイを持つビューグル「クラヴィチューブ（Clavitube）」、9或い



































している。年代別に見ると 1820 年代が 1冊、30 年代：2冊、40 年
代：7冊、50 年代：1冊、60 年代：5冊、70 年代：2冊、年代不明：
2冊であった16。ページ数としては最も少ないもので 20 ページ、多い





















作曲家ヴィクトル・コルネット（Victor Cornette, 1795-1868）による教本。1865 年同著者による
『オフィクレイド教則本』はこの本の簡易版である。スポンティーニ《オランピア》においてモンガン
（Mongin）の手によりオフィクレイドが初めて用いられたことが記載されている。調の練習としては、




























して用いられた。2冊に分冊されており、それぞれ 99 ページ、92 ページの大著である。
冒頭の楽典の説明の後、バス・オフィクレイド、アルト・オフィクレイドに加えて、ピストン・オ

















から進んだ課程の譜例 3では、事前に 16 分音符の説明があった後、それを用いた二重奏が置かれてい
る（ここではどちらが生徒、指導者でも良いよう書かれているように見受けられる）。最終課程である
第 2巻の最後には 32 分音符を含む非常にテクニカルなデュオが置かれている（譜例 4）。
譜例 2　ハ長調の音階練習（コシヌス 1843：第 1巻 p. 14）






















譜例 5　3本のオフィクレイドのための聖歌編曲（プロジャン 1846：p. 20 部分）
3-3-8　ヴォバロン『バス・オフィクレイドのための新しい教則本』（1846）
フェリックス・ヴォバロン（Félix Vobaron）はソーミュールの騎兵学校の音楽監督であった。標準
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　　　https://doi.org/10.1093/gmo/9781561592630.article.25473
5 　Dudgeon, Ralph T. 2001. “Keyed Bugle.” In Grove Music Online.
　　　https://doi.org/10.1093/gmo/9781561592630.article.14949
6 　Ibid.
7 　O’Loughlin, Niall. 2001. “Halary.” In Grove Music Online.
　　　https://doi.org/10.1093/gmo/9781561592630.article.12203
8 　Morley-Pegge, Reginald. 2001. “Ophicleide.” In Grove Music Online. 
　　　https://doi.org/10.1093/gmo/9781561592630.article.40954
9 　Cornette, Victor. 1835. Méthode d'ophycléïde alto et basse. Paris: Louis et Münchs. 1.
10　Weston, Stephen J. 2001. “Hughes, Samuel.” In Grove Music Online.
　　　https://doi.org/10.1093/gmo/9781561592630.article.49083
11　Joseph M. Lewis Jr. 2015. The Development of Civil War Brass Band Instruments into Modern-Day Brass 
Band Instruments with a Related Teaching Unit For A High School General Music Course. Ohio: Bowling 
Green State University. 19-21.






13　“Gymnase musical militaire.” In Wikipédia.
　　　https://fr.m.wikipedia.org/wiki/Gymnase_musical_militaire（2020 年 8 月 20 日閲覧）
14　Planque. 1837. Agenda musical, Paris: librairie musicale E. Duverget. 58-60.
15　Bouzard, Thierry. 2019. L’orchestre militaire français, Paris: Éditions Feuilles. 125.
16　フランス国立図書館蔵の多くの教則本は出版年は記載されておらず、表紙に別途年号の印が押されている。
蔵書のデータではこれを出版年としていることから、ここではそれに倣った。
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